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１ 年生の皆さん入学おめでとう！  

藤岡北高校の新しい1年がスタートしました 
 

 

 

 

 

１学期の始業式にあたり、皆さんに伝えたいこと

があります。 

 最初に次の英語を訳してみてください。「One 

child、one teacher，one pen and one book can 

change the world. Education is the only 

solution.」この意味は、「一人の子ども、一人の

教師、一冊の本、一本のペン、それで世界を変えら

れます。教育こそがただ一つの解決策です。」とい

うこと。これは、パキスタンの少女マララ・ユスフ

ザイさんのノーベル平和賞受賞スピーチで、英語の

教科書にも載っています。彼女はタリバンという活

動組織の暴力に負けず、命を懸けて子ども達の教育

の重要性を説いて回り、ノーベル賞という偉大な賞

を受賞することになりました。 

 パキスタンは、貧困のため教育が遅れていて、小

学校の女子就学率は日本の半分です。半分の少女が

小学校に通っていません。女性の教育に対する価値

が低い。学校が近くにない。あっても学校の設備が

整っていない。たとえばトイレがない、塀がないの

で危ないなど、大変な実情があります。 

 ところでみなさんは本当に勉強が大切だと思って

いますか。勉強は大切ですよね。では、皆さんにこ

こで質問をします。二者択一の問題です。教科書・

ペンともう一つはスマホならどちらを選びますか。

まさかスマホではないでしょうね。ある調査結果で

は、女子高生のスマホの使用時間が一日７時間にな

ったと報告されました。もっと驚くことは、１０時

間以上も使用した生徒が９％いたということです。

１０時間とは驚きです。１日は何時間ですか。学校

へ来て８時間、スマホを使用して１０時間、残りは

６時間です。睡眠して、食事を取り、風呂に入ると

…。勉強はいつするのでしょうか。恵まれた環境で

の日本の高校生の実態は、望ましい生徒の姿なので

すか。皆さんはこのことをどう思いますか。 

 私は以前の学校でとても感心な生徒に出会いまし

た。その生徒は、農業クラブ役員で活躍していた女

子生徒で、私が担任でした。将来は管理栄養士にな

るために、できれば４年制大学に進学したいと考え 

 

 

 

 

 

ていました。しかし、家庭は経済的に裕福ではな

く、親は賛成してくれませんでした。成績は中くら

いで入学しましたが、管理栄養士になるという目標

のためによく努力し、３年の１学期にはクラスで１

番になりました。賛成していなかった親もその頃に

は、本人の努力と意志を認め、２年制短大ならと進

学を許してくれるようになりました。入学などの資

金は奨学金を充て、入学後も頑張って優秀な成績で

短大を卒業しました。卒業後は３年間の実務を経験

し、管理栄養士の国家試験を受験して見事に合格

し、今では病院の管理栄養士として活躍していま

す。ひたむきに努力する姿勢、諦めない強い意志、

目標を達成したことに今でも感心しています。夢を

抱き、目標を作り、地道に努力するとその夢が叶

う。皆さんにも可能性があります。 

 話題を変えます。私は校長として、今年度の生徒

の皆さんの重点目標を三つ決めました。是非達成し

てください。 

一つ目は、進路実現を達成するために、基礎学力

と専門技術を身に付けること、一つでも多くの資格

を取得することです。そのためには、授業に大切に

し、自ら進んで課題を持って勉強に取り組んでくだ

さい。資格取得に挑戦してみてください。 

二つ目は、社会人として通用するために、基本的

な生活習慣を身に付けることです。欠席・遅刻をし

ない、挨拶する、服装をきちんと着こなす、言葉遣

いがきちんとできるなど、社会生活を送る上で最も

大切なことが当たり前にできる生徒になってくださ

い。 

三つ目は、人間力を向上させるために、部活動、

農業クラブ活動、地域連携活動等に積極的に取り組

むことです。友と切磋琢磨しながら、規範意識や協

調性、社会性などを身につけてください。 

 １学期の始業式にあたり、私は皆さんへエールを

送ります。皆さんがそれぞれの目標が達成できるよ

うなすばらしい一年になるよう努力してください。

期待しています。そして、先生方はいつも皆さんを

応援していることを忘れないでください。 

平成３０年度１学期の始業式にあたって 

校長 木村 剛  

 



 

 

 

 今年度は４月９日（月）に新任式と始業式が、10

日（火）に入学式が行われました。 

 新任式では新たに藤岡北高校に着任された木村校

長先生、星田健二先生、石田希美子先生、小淵太智

先生、石田 昇先生、戸澤隆人先生、嶋田正治先生

にご挨拶をいただきました。 

 入学式では齋藤真由さん（藤岡東中）が力強く新

入生代表の宣誓を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 日（水）の対面式では、農業クラブ役員の２、

３年生の歓迎の言葉を受け、１年Ｃ組の大澤里奈さ

ん（藤岡東中）が新入生代表として挨拶しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同じ日に生徒クラブ説明会も開催され、各部が新

入生向けのプレゼンテーションを行いました。13

日（金）には農業クラブ編成と委員会編成、18 日

（水）には部活動編成が行われました。 

 

 

 

 

 

 

始業式・入学式・対面式 

 

新入生代表宣誓 

 

春のアグリフェア開催！ 
 

 ４月21日（土）に恒例の春のアグリフェアを開催しました。 

 早朝、販売開始前からすでに大勢の方が学校においでになり、バイオビジネスコースが栽培したナスやトマ

トなどの野菜苗や、フローラルライフコースが栽培した花壇用の花苗、園芸福祉コースの鉢植えの花などを買

ってくださいました。フードビジネスコースの米粉パンやスイーツも大好評でした。 

 

 

野菜苗販売は春のアグリの中心 

 

花壇用花苗の販売 

 
大人気の藤北ベーカリー 

 
カーネーションも母の日用に好評 

 
対面式 


